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行政の在宅保健・福祉サービスを受けている

高齢者の特別養護老人ホームの入所に関連する要因について

渡辺 美鈴 河野 公一

河村 圭子 松浦 尊麿

　在宅生活をしている要介護・要援護老人の特別養護老人ホーム入所（以下，特養）にいたる要因を明らか

にするために，兵庫県五色町で行政の医療・福祉サービスを受けている70歳以上の老人149人を対象に，平

成3年4月から平成8年8月30日まで追跡調査を行った。対象者は，全員往診医があり，持ち家や個室を所

有していた。追跡調査により以下の結果を得た。

　1.　追跡終了時において，対象者149人のうち，在宅で生活していた者は64人（42.9％），死亡者は58人

（38.9％），転出者は2人（1.4％），特養人所者は25人（16.8％）であった。

　2.　特養入所に関する要因には，年齢が高いこと，女性である，視力や聴力に支障がある，会話が不十分

であるなどの変数が関連していた。特に年齢が90歳以上の者や会話ができにくい者の入所が高かった。

　3.　在宅福祉サービスの利用では，ホームヘルプサービスを利用している者の入所が高く，一方，デイサ

ービスの利用者は低くなっていた。

　4.　世帯構成別に見た場合，独居世帯，高齢者夫婦世帯では入所群の年齢が在宅群と比べて高く, 2, 3世

代同居世帯では入所群に介護者のいない者が多かった。
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